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研究成果の概要（和文）：研究代表者は平成22年度採択の科研費基盤研究Bにおいて食品・医薬品表示デザイン
の研究を行い，イラストを用いたわかりやすいリスク表示デザインを開発した．しかし，研究を行う過程で，消
費者が医薬品・食品選択の際にブランドやロゴなどの「一目でわかるシンボル」に過度に依存しがちであり，成
分・使用上の注意等の詳細な表示内容を十分に吟味・活用できていない現状が明らかになった．そこで平成26年
度採択の科研費基盤研究Ｂではそのような消費者行動が生じる背景を詳しく調べるとともに，消費者の情報探索
行動を促進するための医薬品外箱・添付文書・医薬品販売サイトのデザインについて検討した．

研究成果の概要（英文）：We conducted a series of psychological experiments including eye-tracking, 
to evaluate labeling design for food and drugs, and to study consumer behavior. The results 
suggested that some information such as risk category signs for drugs should be emphasized more 
strongly to catch user’s attention. Interestingly, the experiments also revealed some problems on 
user’s side: they rely on brands too much without knowing the brand, and the more they rely on 
brands the less attention they pay to the information indicated in the labels. Based on our 
findings, we proposed “information design to promote use of information and knowledge on food and 
drugs”, and discussed its possibility to change consumer behavior.

研究分野： 知覚心理学，神経科学，デザイン心理学
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１．研究開始当初の背景 
近年，残留農薬や食品偽装，原発事故によ

る放射能汚染など食品安全を脅かす事件が
立て続けに生じている．一方，医薬品につい
ても薬害や重大な副作用が頻繁に見られる
ことから消費者は不安を抱いている．本来，
医薬品・食品にはリスクが付きものであり，
消費者は表示された情報や商品そのものを
よく吟味した上で自分に合った商品を選ん
で購入することが重要である．しかしながら，
医薬品・食品において安全・リスクに関する
情報を発信するのは専門家であり，情報を受
け取る側の消費者との間に知識や理解の大
きなギャップが存在する．両者のギャップを
いかにして埋め，専門家からの情報をいかに
して消費者に分かりやすく伝えるかはデザ
インにおける重要な問題の一つであると言
える． 
研究代表者は情報を発信する専門家と受

け取る消費者との間の知識や理解のギャッ
プによって生じるコミュニケーション上の
問題を「情報ユニバーサルデザイン」の問題
ととらえ，科研費基盤 B（平成 22～24 年度）
の支援のもと，医と食の安心・安全の情報ユ
ニバーサルデザインの研究に取り組んでき
た．この研究の主な成果の一つはイラストを
用いたわかりやすい食品リスク表示デザイ
ンの開発であった（朴ら, 2014）．また，研究
代表者らが提案した医薬品リスク分類表示
（崔ら, 2012）では消費者の表示に対する注
目度が向上するとともに消費者のリスク評
価を専門家の評価に近づける効果が認めら
れた． 
しかし，一連の研究の過程でこのような視

覚的にわかりやすい表示の一部がもつ弊害
も次第に現れてきた．すなわち，ブランドや
ロゴ，シンボルマーク等の「一目でわかるシ
ンボル」が商品上に表示されている場合，消
費者は「一目でわかるシンボル」に過度に依
存した商品選択を行うようになり，詳細な情
報や商品そのものをよく見なくなる可能性
がある．医薬品・食品の安全性をブランドや
シンボルマークでわかりやすく伝えること
はもちろん重要であるが，消費者がそれらの
手がかりのみに過度に依存した場合，内容を
よく吟味しないまま表面的な手がかりに過
剰に反応して極端な判断をする危険性があ
る．中身をよく吟味しない消費者は食品表示
等の偽装にもだまされやすい．本来はブラン
ドやシンボルマークを見て安心しつつも詳
細な情報をよく吟味するのが賢い消費者の
姿であり，そのような知識・情報活用型の消
費者行動を促すための情報デザインの提案
を目標に，本研究課題は遂行された． 
 
２．研究の目的 
本研究では「一目でわかるシンボル」に過

度に依存した医薬品・食品選択が生じる背景
について詳しく検討するとともに，消費者の
視線を医薬品の成分，食品の栄養成分等の詳

細情報に効果的に誘導するための情報デザ
インについて検討を行う．具体的には①社
会・経済的背景の解明②発達・教育的背景の
解明③文化的背景の解明を行いつつ，これら
の研究成果に基づいて④知識・情報活用を促
進する情報デザインの開発を行うことが本
研究の目的であった． 
 
３．研究の方法 
【研究 1：社会・経済的背景の研究】 
 研究１では「一目でわかるシンボルに過度
に依存した商品選択」を行う傾向の有無の確
認とその背景にある要因の解明を目標に研
究を行った．具体的な研究手法としては視線
追跡実験と質問紙調査を行った．視線追跡実
験では，全国的に有名なブランド（National 
Brand, NB ）とプライベートブランド
（Private Brand, PB）のＯＴＣ医薬品外箱
を見た際の消費者の視線を比較した．また，
機能性表示もブランドロゴと同様の機能を
持つと予想されたことから，機能性表示の有
無が商品選択時の消費者の視線に与える影
響についても検討を行った．質問紙調査では，
「ＮＢの医薬品」と「ＮＢの医薬品と同一成
分・同一効能だが価格が半額のＰＢ医薬品」
のどちらを選択するか尋ねる調査を首都圏
在住主婦３００名対象に実施した．さらに，
食品選択時の情報および情動への依存度に
ついて検討するため，食品コマーシャル映像
を自作し，映像を見た際に生じた購買意欲と
映像の情報量および情動的インパクトに関
する主観評価の相関を求める実験を行った． 
 
【研究２：発達・教育的背景の研究】 
研究２では「一目でわかるシンボルに過度

に依存した商品選択」を行うに至る発達・教
育的背景の解明を目標に研究を行った．具体
的な研究手法としては視線追跡実験と質問
紙調査を行った．視線追跡実験では，全国的
に有名なブランド（National Brand, NB）と
プライベートブランド（Private Brand, PB）
のＯＴＣ医薬品外箱を見たＯＴＣ医薬品選
択時の専門家（薬剤師・薬学部生）と一般消
費者の視線を比較した．質問紙調査では，専
門家と一般消費者のＯＴＣ医薬品リスクの
評価を比較した．さらに，食品の生産者情報
の「見える化」が食品の安全性・品質評価に
与える影響を専門家と一般消費者で比較し
た． 
 
【研究３：文化的背景の研究】 
研究３では日本人・アメリカ人消費者のＯ

ＴＣ医薬品選択時の視線を比較した．また，
日本人・アメリカ人を対象におみやげ用食品
購入時の視線を比較する実験も行った．さら
に，シンガポール・アメリカ合衆国・日本の
３カ国の医薬品外箱・添付文書のデザインを
比較した． 
 
【研究４：知識・情報活用を促進する情報デ



ザインの開発】 
研究４ではピクトグラムを使用した添付

文書の開発や，副作用情報を強調したインタ
ーネット医薬品販売サイトを試作し，検証実
験を行った．さらに，ＱＲコードによって医
薬品情報に容易にアクセスできるサイトの
試作や，タブレット端末を利用した医薬品情
報媒体およびコンテンツの開発も行った． 
 
４．研究成果 
【研究 1：社会・経済的背景の研究】 
 視線追跡実験を行った結果，ＮＢの医薬品
ではＰＢよりも商品名を閲覧する時間が長
く，成分を見る時間が短い傾向が示唆された．
この結果はＮＢのブランド力によって成分
等の詳細な情報に対する消費者の注意が抑
制されたことを示唆している（河瀬ほか
2016）．同様に，機能性食品においても，機
能性表示ありの商品（緑茶）では消費者の成
分等に対する注意が抑制される傾向が認め
られた（坂井ほか 2017）．質問紙調査では，
経口で直接服用するかぜ薬・胃薬・ビタミン
剤では「ＮＢの医薬品」が好まれたのに対し，
湿布薬では「ＮＢの医薬品と同一成分・同一
効能だが価格が半額のＰＢ医薬品」が好まれ
た（小山ほか 2016）．以上の結果は，消費者
がブランドによって医薬品・食品のリスクマ
ネジメントを行っていることがブランドに
過度に依存した商品選択を行う背景の一つ
であることを示唆している．食品コマーシャ
ル映像用いた実験では，「説明が詳しい」な
どの情報的側面よりも「かわいい」「おもし
ろい」などの情動的側面が購買意欲に影響を
与えやすいことが示唆された（Zhang ほか
2016）．  
 
【研究２：発達・教育的背景の研究】 
視線追跡実験では，一般消費者よりも専門

家の方が商品名を短時間閲覧し，成分を長時
間閲読する傾向が示唆された．この結果は専
門的な教育を受けることによって，医薬品選
択時の注意がブランドから成分等の詳細な
情報に向かうよう変化する可能性を示唆し
ている（河瀬ほか 2016）．生産者情報の「見
える化」が食品の安全性・品質評価に与える
影響について調べた質問紙調査では，一般消
費者は生産者の顔写真に基づいて食品の安
全性・品質を評価する傾向が強く，専門家は
食品そのものの外見で評価する傾向が強か
った．この傾向は専門的な教育によって食品
選択時の注意が生産者等の周辺情報から商
品そのものへの注意へと変化する可能性を
示唆している（青山ほか 2016）． 

 
【研究３：文化的背景の研究】 
医薬品選択時の視線を比較する実験では，

日本人被験者は「製品名」，「キャッチコピー」
を長時間注視し，アメリカ人被験者は「成分」
を長時間注視する傾向が見られた．この結果
は，日本人消費者が過度にブランドに依存す

る背景に文化的要因が存在する可能性を示
唆している（河瀬ほか 2017）．おみやげ用食
品選択時の視線を比較する実験では，日本人
被験者では同じ商品を選択する際でも贈答
先によって視線が変化するのに対し，アメリ
カ人被験者ではそのような傾向は見られな
かった（高山ほか 2016）．この結果は，贈答
先との人間関係が食品選択に影響を与える
という文化的要因の存在を示唆している． 
ＯＴＣ医薬品外箱および添付文書デザイ

ンの国際比較調査では，シンガポールの外箱
および添付文書における記載情報の書かれ
た面積の割合は日本と比べて少なく，デザイ
ンが日本と比べてシンプルな傾向が認めら
れた．一方，アメリカ合衆国の医薬品には添
付文書が内包されておらず，外箱では「使用
上の注意」など使用に関する情報が大きな面
積を占めていた（高橋ほか，2015）． 
 
【研究４：知識・情報活用を促進する情報デ
ザインの開発】 
 ピクトグラムを使用した添付文書の開発
では，ピクトグラムの試作と修正を繰り返し
た結果，ピクトグラムの理解度の向上を確認
することができた（倉田ほか 2017）．今後の
研究では開発したピクトグラムを挿入した
添付文書を試作し，ユーザビリティ評価を行
う予定である．副作用情報を強調したイン
ターネット医薬品販売サイトを試作した実
験では，重大な副作用を写真で明示するこ
とによって利用者の視線を「使用上の注意」
に誘導できることが示唆された（田中ほか
2015）．ＱＲコードを用いた医薬品情報へ
のアクセスについては，試作段階でスマー
トフォンの操作が面倒との意見が多く見ら
れた．このため，光センサーとタブレット
端末を利用して医薬品情報へのアクセスを
自動化する試みを現在も行っている．タブ
レット端末を利用した医薬品情報媒体およ
びコンテンツの開発の成果については第 64
回日本デザイン学会春季研究発表大会にて
報告する予定である（2017 年 7 月拓殖大学，
石原ほか）． 
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